
都市計画の原案の理由書  
１  種 類 ・ 名 称  

  東 京 都 市 計 画 防 火 地 域 及 び 準 防 火 地 域  

（ 補 助 １ ５ ６ 号 線 東 大 泉 ・ 西 大 泉 ・ 南 大 泉 地 区 地 区 計 画 関 連 ）  

 

２  理  由  

本 地 区 は 、練 馬 区 の 西 部 、西 武 池 袋 線 大 泉 学 園 駅 と 保 谷 駅 の 北

側 に 位 置 し 、生 産 緑 地 を は じ め と す る み ど り 豊 か な 環 境 の 中 に 閑

静 な 住 宅 地 が 広 が っ て い る 。  

一 方 で 、地 区 内 に は 狭 あ い な 道 路 が 残 り 歩 行 者 の 安 全 確 保 や 円

滑 な 交 通 処 理 お よ び 災 害 発 生 時 の 消 防・避 難 活 動 へ の 支 障 が 懸 念

さ れ る と と も に 、火 災 発 生 時 に は 延 焼 の 危 険 性 も あ り 、道 路・交

通 、防 災 面 で 課 題 を 抱 え て い る 。ま た 、現 在 地 区 内 で は 、東 京 都

市 計 画 道 路 幹 線 街 路 補 助 線 街 路 第 １ ５ ６ 号 線（ 以 下「 補 助 １ ５ ６

号 線 」と い う 。）の 整 備 が 進 め ら れ て お り 、沿 道 で は 街 並 み の 大 き

な 変 化 が 見 込 ま れ る 。  

「 練 馬 区 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 」に お い て 、補 助 １ ５ ６ 号 線

の 沿 道 周 辺 で は 、周 囲 と 調 和 し つ つ 建 物 の 中 層 化 な ど を 図 る と と

も に 、面 的 に 住 宅 が 広 が る 地 区 で は 、住 環 境 の 維 持・向 上 を 図 り 、

幹 線 道 路 沿 道 は 、道 路 整 備 の 進 捗 や 周 辺 環 境 に 配 慮 し な が ら 、延

焼 遮 断 帯 の 形 成 等 で 防 災 対 策 を 講 じ る こ と と し て い る 。  

ま た 、「 補 助 １ ５ ６ 号 線 沿 道 周 辺 地 区 重 点 地 区 ま ち づ く り 計 画 」

に お い て 、補 助 １ ５ ６ 号 線 沿 道 は 、中 層 の 住 宅 と 生 活 の 利 便 性 を

高 め る 施 設 や 店 舗 等 が 立 地 し た 街 並 み と 建 物 の 不 燃 化 に よ る 延

焼 遮 断 機 能 の 形 成 を 図 り 、後 背 地 は み ど り 豊 か で ゆ と り と 落 ち 着

き の あ る 住 環 境 を 保 全 す る こ と と し て い る 。  

以 上 の こ と か ら 、補 助 １ ５ ６ 号 線 の 整 備 に 併 せ 、幹 線 道 路 沿 道

に ふ さ わ し い 土 地 利 用 の 誘 導 に よ る 生 活 の 利 便 性 の 向 上 や 災 害

に 強 く み ど り 豊 か で 景 観 に 配 慮 し た 魅 力 あ る 街 並 み の 形 成 を 図

る た め 、補 助 １ ５ ６ 号 線 東 大 泉・西 大 泉・南 大 泉 地 区 で 地 区 計 画

を 策 定 す る こ と と な っ た 。  

こ の よ う な 背 景 を 踏 ま え 、 都 市 防 災 上 の 観 点 か ら 検 討 し た 結



果 、面 積 約 １ ０ ．７ ヘ ク タ ー ル の 区 域 に つ い て 防 火 地 域 及 び 準 防

火 地 域 を 変 更 す る も の で あ る 。  


